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●９月定例会の概要● 
令和３年第４回定例会は９月１日に招集。９月３０日までの会期で、市長提出議案４２件、議員提出議案 ４
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問
① 

市
民
目
線
の
行
政
運
営
に
つ
い
て 

イ 

学
校
教
育
現
場
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
。
リ
モ
ー
ト
教
育
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。 

答 

未
来
情
報
化
社
会
に
向
け
、
学
校
教

育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
は
、
高
速
通
信
や
家
庭
環

境
及
び
教
職
員
の
指
導
力
向
上
な
ど
対

応
を
研
究
し
、
促
進
に
努
め
る
。 

ロ 

市
と
市
民
が
連
携
し
た
市
民
協
働
推

進
の
取
組
み
を
伺
う
。 

答 

副
市
長
を
筆
頭
に
庁
内
横
断
的
な
検

討
会
を
組
織
し
、
市
民
活
動
各
組
織
と
の

課
題
共
有
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
各
代

表
者
と
共
に
地
域
支
援
体
制
・
持
続
可
能

な
あ
り
方
を
検
討
す
る
。 

ハ 

新
庁
舎
の
売
店
は
、
来
訪
者
に
求
め
ら

れ
て
い
る
が
設
置
計
画
を
伺
う
。 

答 

常
設
型
売
店
設
置
は
、
新
た
な
工
事

が
必
要
と
な
る
。
ホ
ー
ル
で
の
仮
設
ブ
ー
ス

的
な
物
販
の
検
討
を
行
う
。 

問
② 

田
園
風
景
を
保
全
す
る
農
林
業

活
動
支
援
に
つ
い
て 

イ 

今
後
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
の
事
務
受
託
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

土
地
改
良
連
合
会
が
組
織
の
自
立
支

援
の
見
地
か
ら
受
託
し
た
が
、
終
了
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

ロ 

各
組
織
の
事
業
継
続
は
、
農
家
戸
数

減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
担
い
手
不
足
等

の
課
題
が
有
り
支
援
が
必
要
だ
が
今
後
ど

の
様
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。 

答 

事
務
手
続
き
を
改
良
区
単
位
の
広
域

化
な
ど
各
組
織
と
課
題
共
有
し
円
滑
な

体
制
整
備
に
努
め
る
。 

問
③ 

災
害
等
緊
急
事
体
制
に
つ
い
て 

イ 

市
の
防
災
無
線
受
信
状
況
を
伺
う
。 

答 
東
米
良
・
穂
北
の
一
部
が
不
感
区
域

で
あ
る
。
昭
和
５８

年
度
に
導
入
後
、
無
線

設
備
規
制
が
改
正
さ
れ
、
今
度
、
不
感
改

善
や
衛
星
無
線
等
を
検
討
中
で
あ
る
。 

ロ 

銀
上
地
区
の
不
具
合
に
な
っ
て
い
る
警

報
機
を
、
他
の
自
治
公
民
館
同
様
に
市
が

設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。 

答 

平
成
５
年
度
補
助
事
業
で
設
置
し
、

今
回
補
修
し
た
。
市
の
設
備
と
し
て
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。 

ハ 

市
街
浸
水
地
域
の
避
難
所
収
容
可
能

人
数
を
感
染
防
止
時
を
含
め
、
伺
う
。 

答 

通
常
約
８
３
０
０
人
及
び
コ
ロ
ナ
禍
等

時
約
４
１
５
０
人
で
あ
る
。 

ニ 

新
庁
舎
非
常
電
源
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

停
電
感
知
後
、
自
動
起
動
に
よ
り
連

続
運
転
７２

時
間
し
、
そ
の
後
は
給
油
に

よ
り
継
続
運
転
が
可
能
と
な
る
。 

      

問
① 

消
防
団
員
が
消
防
自
動
車
を
運

営
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
、
準
中
型
自
動

車
免
許
に
対
す
る
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
部
の
消
防
団
員
は
、
総
重
量
３
・

５
ト
ン
以
上
の
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
該
当
す
る

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
終
了
時
期
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。 

答 

令
和
１３

年
度
か
ら
令
和
１８

年
度
が

次
期
更
新
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

問
② 

現
時
点
で
の
対
策
を
伺
い
た
い
。 

答 

次
期
更
新
時
で
の
総
重
量
３
・５
ト
ン

未
満
の
車
両
変
更
を
計
画
し
て
い
る
。 

問
③ 

令
和
１８

年
度
ま
で
該
当
す
る
団

員
は
、
消
防
活
動
に
あ
た
り
支
障
が
続
く

状
況
に
な
る
。
消
防
活
動
で
は
誰
も
が
消

防
自
動
車
を
運
転
で
き
、
迅
速
に
対
応
で

き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、
消
防
団
員
が
準
中
型
自
動
車
運

転
免
許
を
取
得
す
る
際
の
助
成
制
度
を

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

答 
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 

問
④ 
公
共
施
設
に
シ
テ
ィ
Ｗ
Ｉ-

Ｆ
Ｉ
を

設
け
て
は
と
考
え
て
い
る
。現
在
、公
共
施

設
の
快
適
性
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

ト
イ
レ
の
改
修
、
備
品
更
新
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。 

問
⑤ 

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
際

の
接
続
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｗ
Ｉ-

Ｆ
Ｉ
で
の
接
続
が
可
能
で
あ
る
。 

問
⑥ 

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

答 

メ
リ
ッ
ト
は
容
易
に
利
用
で
き
る
こ

と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
１
回
の
接
続
制
限
時

間
が
３０

分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

問
⑦ 

利
用
時
に
お
け
る
安
全
性
へ
の
認

識
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い
、
短
時

間
で
の
利
用
な
ど
、
利
用
者
自
身
で
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

問
⑧ 

本
市
の
国
民
保
護
計
画
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
訓
練
や
シ
ス
テ
ム

の
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。 

問
⑨ 

研
修
や
訓
練
の
実
施
の
こ
れ
か
ら

の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

国
及
び
県
の
動
向
に
応
じ
て
実
施
し

て
い
き
た
い
。 

問
⑩ 

人
材
育
成
は
、
最
も
時
間
を
要
す

る
。
積
極
的
な
情
報
収
集
を
図
り
、
市
民

の
命
を
守
れ
る
体
制
構
築
を
急
が
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

答 

こ
れ
ま
で
の
地
域
防
災
体
制
を
活
か

し
つ
つ
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。 

 

創
生
会 

濵
砂 

磐 

 

動画はこちらから↓ 
 

西
都
市
の
未
来
戦
略
、
教
育
諸
問
題
に
つ
い
て
、
新
病
院
建
設
に
つ
い
て 

市
民
目
線
で
の
行
政
運
営
に
つ
い
て 

消
防
団
員
の
環
境
、
公
共
施
設
の
利
便
性
、
有
事
に
向
け
て 

９月８日、９日、１０日、１２人の議員が登壇し、市政全般にわたって質問を行いました。 

新
風
会 

山
地 

将
生 

 

動画はこちらから↓ 
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問
① 

都
於
郡
社
会
教
育
施
設
は
、
令
和

元
年
に
、
都
於
郡
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
検
討
委
員
会
に
お
い
て
神
楽
酒
造
株

式
会
社
が
保
有
す
る
「
ア
グ
リ
館
」
を
活

用
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
市
長
は
、
こ
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
ど
う
評
価
さ
れ
、
取
り
組
む
の
か
伺
い

た
い
。 

答 

伊
東
マ
ン
シ
ョ
顕
彰
等
の
流
れ
を
切

ら
ず
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
最
善
の

策
と
思
う
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
、

協
議
・
検
討
を
重
ね
、
整
備
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。 

問
② 

施
設
整
備
に
お
い
て
、
社
会
教
育

課
所
管
外
の
商
工
観
光
課
、市
観
光
協
会
、

関
係
者
各
課
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。 

答 

本
市
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
新
た
な
観

光
拠
点
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
周
遊
型

観
光
の
推
進
、
観
光
消
費
の
拡
大
を
図
る

う
え
で
有
益
な
こ
と
で
あ
る
。今
後
は
、整

備
と
併
せ
て
誘
客
施
策
に
つ
い
て
も
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
協
議
検
討
を
進

め
る
。 

問
③ 

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
管
理
・
運
営

体
制
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。 

答 

施
設
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
設
置
す
る
「
運
営
体
制
専
門
部
会
」

に
て
、
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
将
来
、
地

元
に
よ
る
管
理
運
営
を
見
据
え
た
う
え

で
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
方
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
慮
し
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
導
入
も
予
定
し
て
い
る
。 

問
④ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ

い
て
、
都
於
郡
社
会
教
育
施
設
の
整
備
に

あ
た
っ
て
、
ぜ
ひ
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
、

教
育
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
施
設
運
営
や
地
元
物
産

品
等
の
販
売
等
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る

う
え
で
、
よ
り
専
門
的
な
方
に
参
加
い
た

だ
く
の
は
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
会
議
に
お
い
て
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。 

問
⑤ 

施
設
運
営
に
お
い
て
、
業
務
に
精

通
さ
れ
、
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
方
を
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
施
設

と
な
る
た
め
に
は
、
知
識
と
経
験
、
そ
し
て

企
画
力
、
実
践
力
の
あ
る
方
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
能
力
を
備
え
た

方
を
雇
用
す
る
た
め
に
、
全
国
に
向
け
て

募
集
を
行
う
。

      

問
① 

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
二
次

救
急
医
療
を
充
実
さ
せ
、市
民
の
急
性
期

医
療
に
対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。 

答 

二
次
救
急
医
療
充
実
は
１
分
、
１
秒

を
争
う
、
脳
疾
患
や
心
疾
患
及
び
呼
吸
器
、

消
化
器
系
、
内
科
系
疾
患
の
地
域
医
療
の

中
核
を
担
う
、二
次
救
急
医
療
を
充
実
さ

せ
た
い
。 

問
② 

二
次
救
急
医
療
に
大
切
な
常
勤
医

師
の
確
保
並
び
に
新
病
院
建
設
の
考
え

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

西
都
児
湯
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し

て
救
急
性
の
高
い
脳
疾
患
の
医
師
が
不
足

し
て
お
り
、
二
次
救
急
医
療
の
提
供
が
で

き
て
い
な
い
状
況
。
全
国
的
医
師
不
足
の

問
題
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
常
勤
医
師
の

目
安
は
つ
い
て
い
な
い
。
西
都
児
湯
医
療
セ

ン
タ
ー
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
医
療
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
。
中
核
病
院
と
し
て
、
一

次
・二
次
救
急
医
療
や
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
新
病
院
の
早

期
建
設
を
目
指
し
た
い
。 

問
③ 

戸
敷
工
区
の
ほ
場
事
業
計
画
は
進

ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

地
元
と
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
児

湯
振
興
局
に
お
い
て
、
全
体
事
業
費
な
ど

算
定
す
る
た
め
、
実
施
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
ま
た
整
備
事
業
の
同
意
取
得
に
向

け
、
ほ
場
整
備
予
定
地
内
の
所
有
者
調
査

及
び
未
相
続
土
地
の
相
続
人
調
査
を
進

め
て
い
る
。 

問
④ 

戸
敷
工
区
の
面
積
、
総
事
業
費
、

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

戸
敷
地
区
の
地
区
面
積
は
、
61

・
7

ha

、
区
画
整
備
面
積
は
52

・
2

ha

で

あ
る
。
全
体
事
業
費
は
児
湯
振
興
局
に
て
、

全
体
実
施
計
画
を
進
め
て
お
り
、
確
定
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
最
近
の
事
業
計

画
を
策
定
し
た
他
市
町
村
の
例
を
見
る

と
、
10

ａ
あ
た
り
３
０
０
万
円
か
ら
３
５

０
万
円
程
度
の
費
用
が
掛
っ
て
い
る
の
で

約
18

億
円
程
度
で
は
な
い
か
と
思
う
。負

担
割
合
は
国
55

％
、
県
27

・
5

％
、
市

を
含
む
地
元
が
17
・
5

％
、
ソ
フ
ト
事
業

の
農
業
経
営
高
度
化
促
進
事
業
と
一
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
中
心
経
営
体
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
を
図
れ
れ
ば
、
受

益
者
へ
の
負
担
金
割
合
が
段
階
的
に
軽
減

さ
れ
る
。 

 

施
政
方
針
・
農
業
振
興
に
つ
い
て 

都
於
郡
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て 

令
和
の
会 

黒
木 

吉
彦 

 

令
和
の
会 

井
上 

司 

 

動画はこちらから↓ 
 

動画はこちらから↓ 
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問
① 

第
五
次
西
都
市
総
合
計
画
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
の

中
で
「
抜
群
に
住
み
や
す
い
ま
ち
・
西
都
」

を
目
指
す
上
で
５
つ
の
政
策
目
標
と
５
つ

の
重
点
施
策
で
、
ど
の
施
策
を
優
先
的
に

進
め
て
い
か
れ
る
の
か
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。 

答 

第
五
次
西
都
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

の
う
ち
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ど
の
目
標
を
優
先

的
に
計
画
を
進
め
て
い
く
の
か
は
５
つ
の

政
策
目
標
の
全
て
を
達
成
す
る
こ
と
で
ま

ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
抜
群
に
住
み
や
す

い
ま
ち
・
西
都
」
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
の
で
、
５
つ
の
政
策
目
標
は
同
時
に

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
５
つ
の
重

点
施
策
も
同
様
に
同
時
並
行
で
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。 

問
② 

都
於
郡
小
学
校
山
田
分
校
の
学

校
跡
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
た
い
。 

答 

本
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
を
予
定
し

て
い
る
山
田
分
校
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
西
都
市
公
有
財
産
利

活
用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
地
域
の
自
治

会
活
動
や
体
育
・
文
化
活
動
の
拠
点
、
防

災
避
難
拠
点
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
利
活

用
を
優
先
に
検
討
し
て
決
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

問
③ 

政
策
目
標
「
や
す
ら
ぐ
西
都
～
暮

ら
し
の
基
盤
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
現
在
、

本
市
内
に
て
把
握
し
て
い
る
危
険
箇
所
が

何
ヶ
所
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

令
和
３
年
３
月
時
点
で
市
内
の
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
箇
所
数
は
３
９
４
ヶ

所
で
内
訳
は
土
砂
流
が
１
０
４
ヶ
所
、
急

傾
斜
が
２
８
０
ヶ
所
、
地
す
べ
り
が
10

ヶ

所
と
な
っ
て
い
る
。 

問
④ 
災
害
発
生
時
用
備
品
購
入
事
業

に
お
け
る
「
災
害
時
に
孤
立
す
る
可
能
性

が
あ
る
避
難
所
」
の
場
所
の
詳
細
を
伺
い

た
い
。 

答 

災
害
時
に
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る

避
難
所
に
つ
い
て
は
東
米
良
地
区
を
想
定

し
て
お
り
「
銀
上
小
・
銀
鏡
中
学
校
」
、

「
銀
鏡
集
会
所
」
、
「
東
米
良
診
療
所
」
で

あ
る
。 

問
⑤ 

山
田
分
校
閉
校
記
念
事
業
に
つ
い

て
現
段
階
の
内
容
等
を
伺
い
た
い
。 

答 

閉
校
記
念
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、

記
念
誌
の
作
成
や
記
念
碑
の
建
立
を
準

備
委
員
会
で
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
の
２
月
頃
に
閉
校
記
念
式
典
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。 

 

      

問
① 

脳
神
経
外
科
医
の
復
帰
に
つ
い
て 

イ 

橋
田
市
長
が
選
挙
に
お
い
て
「
脳
外

科
医
の
濵
砂
亮
一
先
生
は
私
が
当
選
す

れ
ば
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
」
と
訴
え
ら
れ

た
の
で
「
公
約
実
現
」
を
求
め
る
立
場
か

ら
質
問
を
し
た
が
、
市
長
の
答
弁
は
「
復

帰
の
た
め
の
話
し
合
い
も
し
て
お
り
ま
せ

ん
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
答
弁

か
ら
は
、
選
挙
公
約
に
対
す
る
責
任
あ
る

態
度
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
議
会
で
の

議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
市
民
に
約
束
さ
れ

た
選
挙
公
約
は
「
復
帰
へ
の
希
望
を
述
べ

た
だ
け
で
確
か
な
約
束
で
は
な
か
っ
た
」

と
、言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

脳
外
科
医
師
の
復
帰
に
は
、
高
い
可

能
性
を
感
じ
て
い
る
が
、
明
確
な
時
期
を

お
答
え
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。 

ロ 

「
必
ず
復
帰
を
し
ま
す
」
と
「
可
能
性

を
感
じ
て
い
る
」
で
は
全
く
意
味
は
違
う
。

希
望
を
述
べ
た
だ
け
な
の
か
。 

答 

脳
外
科
医
師
の
復
帰
は
、
希
望
を
述

べ
た
だ
け
で
は
な
い
。 

ハ 
希
望
を
述
べ
た
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ

れ
ば
復
帰
の
期
日
を
ハ
ッ
キ
リ
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。 

答 

時
期
は
、
先
生
方
の
事
情
が
あ
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

ニ 

約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ

頃
に
な
る
の
か
、
市
民
に
報
告
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
が
公
約
を
守
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
、
そ
れ
が
市
長
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
な
ぜ
、
そ
の
こ

と
が
言
え
な
い
の
か
。 

答 

任
期
は
４
年
間
あ
る
。
公
約
と
い
う
の

は
、
こ
の
４
年
間
の
う
ち
で
実
現
す
る
と

い
う
の
が
、公
約
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

問
② 

「
西
都
の
未
来
を
考
え
る
会
」
の

署
名
運
動
に
つ
い
て 

イ 

「
西
都
の
未
来
を
考
え
る
会
」
が
出
さ

れ
て
い
る
令
和
２
年
３
月
以
前
の
医
療
体

制
に
戻
す
嘆
願
署
名
依
頼
文
書
を
見
ら

れ
た
か
。 

答 

先
日
、勉
強
会
の
と
き
見
た
。 

ロ 

令
和
２
年
３
月
以
前
の
医
療
体
制
に

戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
濱
砂
理
事
長

に
辞
め
て
も
ら
っ
て
、
長
田
理
事
長
と
脳

外
科
の
濵
砂
亮
一
先
生
等
に
復
帰
し
て

も
ら
う
嘆
願
署
名
だ
が
、
署
名
運
動
に
対

す
る
見
解
は
。 

答 

民
間
の
方
が
行
わ
れ
て
い
る
署
名
運

動
で
あ
り
コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
場
で
は
な
い
。 

イ 

「
西
都
の
未
来
を
考
え
る
会
」
は
橋

田
市
政
誕
生
に
貢
献
さ
れ
た
方
た
ち
で

は
な
い
の
か
、
市
長
の
公
約
は
「
こ
う
い
う

こ
と
ま
で
し
な
い
と
守
れ
な
い
公
約
だ
っ

た
の
か
」
と
、市
民
は
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
公
約
の
真
実
性
が
問
わ
れ
て
い
る

問
題
で
あ
る
。
黙
っ
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

さ
れ
る
の
か
。 

答 

私
は
、
何
に
も
関
係
な
い
し
、
コ
メ
ン

ト
も
で
き
な
い
。

第
五
次
西
都
市
総
合
計
画
と
山
田
分
校
跡
地
に
つ
い
て 

「
橋
田
市
長
の
選
挙
公
約
」
脳
神
経
外
科
医
の
復
帰
に
つ
い
て 

新
風
会 

村
上 

修
乗 

 

日
本
共
産
党 

狩
野 

保
夫 

 

動画はこちらから↓ 
 

動画はこちらから↓ 
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問
① 

西
都
商
業
高
校
跡
地
の
売
買
契

約
に
関
し
、
住
民
監
査
請
求
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

本
市
の
考
え
方
と
大
き
く
差
異
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
随
意
契
約
で

進
め
た
こ
と
は
、
合
理
的
な
裁
量
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
適
正
な
行
政
手
続
き
で
、

違
法
性
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
県
が
不
動

産
鑑
定
評
価
に
よ
り
売
買
代
金
を
算
定

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
県
か
ら
買
い

受
け
た
不
動
産
を
、
同
額
で
売
買
し
た
こ

と
に
対
す
る
本
市
の
損
害
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。 

問
② 

監
査
委
員
に
伺
う
。
住
民
監
査
請

求
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
請
求
が
あ
っ
た

の
か
、
そ
の
主
旨
を
伺
い
た
い
。 

答 

違
法
な
随
意
契
約
で
あ
り
、
西
都
市

に
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
て
、
橋
田

市
長
個
人
に
１
億
５
０
０
万
円
の
損
害
賠

償
を
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。 

問
③ 

西
都
商
業
高
校
跡
地
売
却
に
関
し
、

売
買
方
法
・
価
格
に
問
題
あ
り
。
と
書
い

て
あ
る
ビ
ラ
が
、
西
都
市
政
を
正
す
会
、

会
長
北
岡
四
郞
氏
の
氏
名
を
記
し
て
市

民
向
け
に
配
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ラ
の

内
容
は
、
本
会
議
の
議
案
と
し
て
提
案
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
記
載
し
た
上
で
、
売

却
に
賛
成
し
た
と
す
る
議
員
の
氏
名
が
列

記
し
て
あ
る
こ
と
に
憤
り
を
覚
え
て
い
る
。

配
布
さ
れ
て
い
る
ビ
ラ
に
つ
い
て
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。 

答 

ビ
ラ
配
布
に
対
し
、
コ
メ
ン
ト
す
る
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
相
手
方
が
主
張
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
考
え
と

大
き
く
差
異
が
あ
る
。 

問
④ 

橋
田
さ
ん
が
市
長
に
就
任
し
た
ら

帰
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
た
脳
神
経
外
科
の

医
師
に
つ
い
て
、
６
月
議
会
の
答
弁
で
、
働

き
か
け
を
し
て
参
り
た
い
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
働
き
か
け
は
さ
れ
た
の
か
、
い
つ

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
予
定
な
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

脳
神
経
外
科
の
先
生
も
、
そ
れ
ぞ
れ

事
情
が
あ
り
、
今
の
段
階
で
は
帰
っ
て
き

て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。 

問
⑤ 

選
挙
前
に
市
民
に
言
わ
れ
た
わ
け

で
あ
る
の
で
早
く
帰
っ
て
い
た
だ
く
も
の

と
市
民
は
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
な

ぜ
速
や
か
に
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
行

動
を
さ
れ
な
い
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

先
生
方
の
事
情
が
あ
る
た
め
一
朝
一

夕
に
し
て
は
い
か
な
い
。

      

問
① 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
の

業
務
実
績
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
評

価
委
員
会
の
出
さ
れ
た
評
価
を
ど
う
判

断
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。 

答 

経
常
損
益
が
約
２
億
円
の
赤
字
と
な

っ
た
こ
と
、
緊
急
性
の
高
い
脳
疾
患
や
内

科
疾
患
へ
の
二
次
救
急
医
療
の
提
供
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
の
確
立
が
危
惧
さ
れ
る
。 

問
② 

新
病
院
建
設
の
要
望
書
が
出
さ
れ

た
が
、
病
院
事
業
債
の
借
り
入
れ
に
重
要

な
こ
と
は
何
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
伺
い

た
い
。 

答 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
健
全
経
営
が
一
番

だ
と
思
う
の
で
、
経
営
基
盤
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。 

問
③ 

令
和
３
年
度
の
経
営
見
込
み
は
赤

字
が
減
少
す
る
と
あ
る
が
、
経
営
の
状
況

や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ら
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

答 
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
説
明
を
受

け
て
い
な
い
。新
病
院
建
設
に
つ
い
て
も
二

者
協
議
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

問
④ 

新
庁
舎
で
の
案
内
対
応
に
つ
い
て
、

来
庁
者
か
ら
戸
惑
い
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た

い
。 

答 

来
庁
者
へ
の
対
応
は
、
１
階
総
合
案

内
窓
口
に
職
員
と
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
が
常
駐

し
て
い
る
。 

問
⑤ 

市
民
ス
ペ
ー
ス
（
多
目
的
広
場
）
は
、

市
民
は
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
の
か
伺

い
た
い
。 

答 

有
事
の
際
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
や
臨
時

窓
口
の
設
置
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
際
の
期

日
前
投
票
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
平
時
の
際
に
市
民
の
方
が
利

用
で
き
る
利
用
基
準
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
り
、決
ま
り
次
第
、皆
さ
ま
へ
周
知
し

た
い
。 

問
⑥ 

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
本
市
で
、
地
域
の
中
で
担
う
役
職
に
つ

い
て
、
在
り
方
の
見
直
し
を
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、ど
の
程
度
作
業
は
進
ん
で
い

る
か
伺
い
た
い
。 

答 

実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
末
を
目
途
に

対
応
策
案
を
作
り
た
い
。 

問
⑦ 

現
状
は
待
っ
た
な
し
と
思
わ
れ
る

の
で
、
い
つ
頃
を
め
ど
に
方
向
性
を
出
し

着
手
さ
れ
る
か
伺
い
た
い
。 

答 

本
年
度
中
に
対
応
作
案
を
策
定
し
た

後
、
最
終
調
整
し
令
和
５
年
度
か
ら
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

西
都
商
業
高
校
跡
地
に
つ
い
て
と
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

創
生
会 

荒
川 

昭
英 

 

信
・西
興
会 

田
爪 

淑
子 

 

動画はこちらから↓ 
 

動画はこちらから↓ 
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問
① 

新
病
院
建
設
促
進
に
対
す
る
要
望

書
が
西
都
市
西
児
湯
医
師
会
長
と
医
療

セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
出
さ
れ
た
が
提
出

後
協
議
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
特
に
話
し
合
い
は
行
っ

て
は
い
な
い
が
、
今
後
二
者
協
議
等
を
行

い
、
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問
② 

３
月
議
会
の
市
長
答
弁
で
今
の
医

療
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
新
病
院
建
設
は
白

紙
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
新
病
院
建

設
場
所
を
含
め
た
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。 

答 

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
建
設
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
が
具
体
的
な
取
組
は
で

き
て
い
な
い
。 

問
③ 

Ｆ
３５

Ｂ
が
配
備
に
な
っ
た
場
合
、

騒
音
が
現
在
と
比
べ
て
１
・
５
倍
に
な
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
防
音
対
策
と
し
て
国
が

示
し
て
い
る
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
拡

大
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

特
例
的
に
平
成
５
年
７
月
２
日
か
ら

平
成
１５

年
８
月
２９

日
ま
で
に
新
た
に

建
て
ら
れ
た
８０

Ｗ
区
域
内
の
住
宅
を
住

宅
防
音
工
事
の
対
象
と
す
る
案
が
国
よ

り
示
さ
れ
て
い
る
。 

問
④ 

特
例
的
な
処
置
と
し
て
平
成
５
年

７
月
２
日
か
ら
平
成
１５

年
８
月
２９

日
ま

で
に
新
た
に
建
て
ら
れ
た
８０

Ｗ
区
域
内

の
対
象
と
な
る
告
示
後
住
宅
は
、
西
都
市

に
何
世
帯
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

九
州
防
衛
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
約
５
５
０
世
帯
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

問
⑤ 

新
富
町
長
が
Ｆ
３５

Ｂ
の
配
備
に
つ

い
て
受
け
入
れ
容
認
と
言
わ
れ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

新
富
町
と
西
都
市
で
は
状
況
が
違
っ

て
い
る
の
で
現
在
の
と
こ
ろ
は
検
討
中
と

し
た
い
。 

問
⑥ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
県

内
の
市
町
で
導
入
し
て
い
る
が
、
本
市
で

こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
の

か
伺
い
た
い
。 

答 

本
市
に
お
い
て
も
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）

に
対
す
る
理
解
を
掲
げ
て
お
り
、
当
制
度

の
取
り
入
れ
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

 

      

問
① 

第
一
回
評
価
委
員
会
の
冒
頭
、

濱
砂
理
事
長
の
挨
拶
の
中
で
、
今
回
の

臨
時
評
価
委
員
に
任
命
さ
れ
た
八
木
評

価
委
員
に
対
し
て
、
「
こ
の
方
は
昨
年
の

５
月
ま
で
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
た
の
で
評
価
委
員
の
資
格
が
な
い
」
と

言
わ
れ
た
が
市
長
は
資
格
の
な
い
方
を

評
価
委
員
に
選
ば
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医

療
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会
条
例
第
４
条 

の
規
定
に
よ
り
臨
時
評
価
委
員
と
し
て

委
嘱
し
た
。 

問
② 

現
在
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
脳
外

科
医
の
常
勤
医
は
お
ら
れ
な
い
が
、
脳

外
科
医
の
い
な
い
今
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺

い
た
い
。 

答 

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
脳
神
経
外
科
の
入
院
、
手
術

を
求
め
る
声
を
多
く
聞
い
て
い
る
。常
勤

医
師
の
退
職
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
現

在
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
脳
疾
患
、
心

疾
患
の
高
度
な
医
療
が
行
え
な
い
。
市

民
の
安
心
、
安
全
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。 

問
③ 

挨
拶
の
中
で
濱
砂
理
事
長
は
、

「
外
科
だ
け
が
医
療
で
は
な
い
」
と
発
言

さ
れ
た
。
中
期
目
標
の
大
き
な
柱
と
し

て
脳
疾
患
に
対
す
る
二
次
医
療
の
提
供

を
掲
げ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
理
事
長
が
言
っ
て
い
い
こ
と
か
。
市

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

脳
疾
患
に
対
す
る
二
次
医
療
の
提

供
は
、医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
期
目
標
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
、認
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

問
④ 

脳
外
科
、
内
科
の
常
勤
医
が
い
な

い
た
め
、以
前
に
比
べ
医
療
機
能
が
低
下

し
２
億
円
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
現
状

で
新
病
院
建
設
は
可
能
か
伺
い
た
い
。 

答 

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
赤
字
の

見
込
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。今
の
現
状
が

続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
病
院
事
業
債
や

市
の
財
政
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
、
新

病
院
建
設
へ
の
道
筋
に
懸
念
が
生
じ
る
。 

新
病
院
建
設
計
画
と
Ｆ
３５

Ｂ
の
配
備
及
び
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て 

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

新
風
会 

兼
松 

道
男 

 

新
緑
会 

岩
切 

一
夫 

 

動画はこちらから↓ 
 

動画はこちらから↓ 
 

（写真：Ｆ３５Ｂ 九州防衛局より提供） 
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問
① 

医
療
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会
の
報

告
が
出
た
が
、
市
長
の
感
想
を
伺
う
。 

答 

約
２
億
円
の
赤
字
と
、
脳
疾
患
等
の

二
次
救
急
医
療
の
提
供
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
不
安
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
の
医

療
や
経
営
も
危
惧
し
て
い
る
。 

問
② 

全
体
評
価
が
お
お
む
ね
順
調
と
い

う
の
は
評
価
の
点
数
の
つ
け
方
、
重
き
の

お
き
方
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
考
え
を
伺
う
。 

答 

業
務
改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
評
価

委
員
会
の
意
見
を
付
し
て
い
る
。
評
価
基

準
見
直
し
も
検
討
す
る
。 

問
③ 

理
事
長
は
特
別
委
員
会
で
「
（
理

事
長
就
任
は
）
ど
う
し
て
も
頼
ま
れ
た
か

ら
」
と
言
わ
れ
た
。
評
価
委
員
会
の
挨
拶

で
は
ど
う
言
わ
れ
た
か
伺
う
。 

答 

会
で
は
自
分
の
意
思
と
言
わ
れ
た
。 

問
④ 

私
が
委
員
会
で
聞
い
た
も
の
と
違

う
が
、
同
じ
挨
拶
の
中
で
市
長
に
対
し
失

礼
な
言
葉
を
発
し
た
と
傍
聴
者
か
ら
聞
い

た
が
何
を
言
っ
た
か
伺
う
。 

答 

内
容
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
る
。 

問
⑤ 

「
職
員
の
士
気
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
下
が
る
か
ら
」
と
厳
し
い
評
価
を
避
け

た
よ
う
だ
が
、
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
「
患
者

は
減
り
、
実
績
も
悪
い
の
は
肌
で
感
じ
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
厳
し
い
評
価
を
受
け
た

ら
士
気
が
下
が
る
な
ん
て
言
う
職
員
は
い

な
い
。
我
々
は
急
性
期
疾
患
で
運
ば
れ
る

患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
医
療
に
誇
り
を

持
っ
て
い
る
。
我
々
も
今
の
状
況
は
悔
し
い

し
、
以
前
の
よ
う
な
医
療
セ
ン
タ
ー
に
再

建
し
働
き
た
い
」
と
申
し
て
い
た
。
こ
こ
で

次
年
度
の
計
画
に
お
け
る
脳
神
経
外
科

の
位
置
づ
け
を
伺
う
。 

答 

常
勤
医
確
保
は
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
、
取
り
組
む
と
聞
い
て
い
る
。 

問
⑥ 
来
年
度
の
予
算
を
見
る
と
４
１
０

０
万
円
の
赤
字
と
試
算
し
て
い
る
が
、
そ

の
根
拠
を
伺
う
。 

答 

過
去
の
常
勤
医
４
名
体
制
実
績
や
入

院
患
者
数
病
床
率
で
算
出
し
た
。 

問
⑦ 

過
去
の
優
秀
な
医
師
が
い
た
時
の

実
績
が
根
拠
だ
と
す
る
と
、
無
謀
な
計
画

だ
と
思
う
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
昨
年
度

と
今
年
度
の
残
高
増
減
を
伺
う
。 

答 

残
高
は
１
億
５
７
２
３
万
１
４
４
９
円

で
、
一
年
で
１
億
９
１
８
５
万
５
１
６
８
円

減
少
し
て
い
る
。 

問
⑧ 

利
用
者
は
半
減
し
て
い
る
の
に
、
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金
は
か
え
っ

て
増
え
て
い
る
。
他
町
村
か
ら
経
営
改
善

要
求
は
な
か
っ
た
か
伺
う
。 

答 

今
の
と
こ
ろ
改
善
要
求
は
な
い
。

      

問
① 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
決

算
状
況
を
見
る
と
、
２
億
円
の
損
失
が
あ

り
、
約
３
億
円
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
て

い
る
。そ
の
結
果
、積
立
金
は
１
億
円
余
り

と
理
解
し
て
良
い
か
伺
い
た
い
。 

答 

そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。 

問
② 

損
失
の
原
因
は
、
医
師
確
保
が
で

き
て
な
か
っ
た
た
め
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

医
師
確
保
の
責
任
者
は
誰
に
な
る
の
か
伺

い
た
い
。 

答 

損
失
の
原
因
は
常
勤
医
師
の
退
職
に

よ
る
医
師
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

医
師
確
保
の
責
任
は
理
事
長
に
あ
る
。 

問
③ 

令
和
３
年
度
の
経
営
状
況
が
令
和

２
年
度
と
同
じ
よ
う
な
場
合
損
失
が
予

想
さ
れ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
に

損
失
処
理
を
さ
れ
る
と
お
考
え
か
。 

答 
令
和
３
年
度
収
支
予
算
見
込
み
で
は

赤
字
を
見
込
ま
れ
て
は
い
る
が
、
常
勤
医

師
２
名
確
保
、
支
出
削
減
等
に
よ
り
積
立

金
の
範
囲
内
で
損
失
処
理
が
で
き
る
と

伺
っ
て
い
る
。 

問
④ 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
毎

月
理
事
会
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
理
事
の

責
任
は
重
い
。市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。 

答 

理
事
会
の
開
催
を
増
や
し
、
経
営
状

況
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
る
べ
き
で
あ
る
。 

問
⑤ 

民
間
法
人
で
は
経
営
の
責
任
は
理

事
会
で
あ
り
、
損
失
が
発
生
す
る
と
分
か

っ
て
い
て
、
そ
の
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た
場

合
、
理
事
の
善
管
注
意
義
務
が
発
生
し
、

そ
の
法
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
の
で
は
な
い
か
。見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

令
和
２
年
度
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経

営
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
の
で
経
営
を
担
っ
て
い
る
理
事

会
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
早
期
の
改

善
策
を
提
案
、
協
議
し
て
い
た
だ
く
べ
き

で
あ
っ
た
。 

問
⑥ 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
業
収
入
は
令

和
元
年
度
と
比
較
し
て
令
和
２
年
度
は
５

億
７
８
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
、
赤
字

が
２
億
円
で
あ
る
。
経
営
責
任
を
取
っ
て

当
然
給
与
減
給
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。 

答 

給
与
減
給
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

問
⑦ 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
の
任
命

及
び
解
任
の
権
限
は
市
長
に
あ
る
と
理

解
し
て
良
い
か
伺
い
た
い
。 

答 

そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
る
。 

西
都
市
の
未
来
戦
略
、
教
育
諸
問
題
に
つ
い
て
、
新
病
院
建
設
に
つ
い
て 

市
長
の
政
治
姿
勢
の
う
ち
、
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
評
価
に
つ
い
て 

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て 

新
緑
会 

橋
口 

登
志
郎 

 

信
・西
興
会 

北
岡 

四
郎 

 

動画はこちらから↓ 
 

動画はこちらから↓ 
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■第４回定例会（９月１日～３０日）で審議された議案の概要と結果 
市長提出議案４２件、議員提出議案４件、報告案件３件、請願１件、陳情１件について審査を行いました。その結

果、市長提出議案はいずれも原案可決（うち２件を承認、１件を同意、４件を適任、１４件を認定）、議員提出議案に

ついても原案可決としました。また、請願１件、陳情１件についてはいずれも採択としました。 

   

条例関係 

番号 議案名・概要 審議結果 

第８２号 
西都市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について 
（用途地域の変更にあたり、対象区域内の建築物を制限するための制度を設けようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第８３号 
西都市営土地改良事業に係る分担金に関する条例の一部改正について 
（事業名称の変更により、所要の整備を行おうとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第８４号 
西都市水道事業等の設置等に関する条例の一部改正について 
（事業計画の見直しに伴い、所要の整備を行おうとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第８５号 
西都市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
（都於郡小学校山田分校の閉校に伴い、所要の整備を行おうとするもの） 

原案 

可決 
○ 

予算関係 

番号 議案名・概要 審議結果 

第８６号 
令和３年度西都市一般会計予算補正（第１１号）について 
（総務費、衛生費など、総額１６億３,１５３万９千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
□ 

第８７号 
令和３年度西都市国民健康保険事業特別会計予算補正（第２号）について 
（基金積立金など、総額５,４００万４千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第８８号 
令和３年度西都市営住宅事業特別会計予算補正（第１号）について 
（住宅費から１２０万６千円を減額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第８９号 
令和３年度西都市介護保険事業特別会計予算補正（第１号）について 
（諸支出金など、総額７,２０３万１千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
□ 

第９０号 
令和３年度西都児湯障害認定審査会特別会計予算補正（第１号）について 
（諸支出金など、総額１６万５千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９１号 
令和３年度西都市後期高齢者医療特別会計予算補正（第１号）について 
（後期高齢者医療広域連合納付金など、総額１４９万７千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９２号 
令和３年度西都児湯いじめ問題対策専門家委員会特別会計予算補正（第１号）について  
（諸支出金など、総額２万円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９３号 
令和３年度西都児湯いじめ問題調査委員会特別会計予算補正（第１号）について 
（諸支出金など、総額３万４千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９４号 
令和３年度西都児湯公平委員会特別会計予算補正（第１号）について 
（諸支出金など、総額３０万３千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９５号 
令和３年度西都市水道事業会計予算補正（第１号）について 
（原水浄水費など、総額２,２４８万９千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９６号 
令和３年度西都市簡易水道事業会計予算補正（第１号）について 
（配水給水費など、総額２７万４千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９７号 
令和３年度西都市公共下水道事業会計予算補正（第１号）について 
（管路建設改良費など、総額１０８万４千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第９８号 
令和３年度西都市農業集落排水事業会計予算補正（第１号）について 
（総係費から５７万７千円を減額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第１００号 

令和３年度西都市一般会計予算補正（第１０号）について 
（新型コロナウイルス感染症対策営業時間短縮要請に伴う協力金事業の期間延長に要する経費とし

て、商工費に１億５,０２３万１千円を増額補正しようとするもの） 

原案 

可決 
○ 

第１０１号 
令和３年度西都市一般会計予算補正（第１２号）について 
（衛生費に新型コロナウイルスワクチン集団接種従事協力金３,４９５万円を増額補正しようとするもの）  

原案 

可決 
○ 

第１１６号 

令和３年度西都市一般会計予算補正（第１３号）について 
（商工費に新型コロナウイルス感染症対策営業時間短縮要請の期間延長に伴う協力金事業費１億
２，５６４万３千円を増額補正しようとするもの） 

原案

可決 
○ 

○全会一致 

□賛成多数 
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決算関係 

番号 議案名 審議結果 

第１0２号 令和２年度西都市一般会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１0３号 令和２年度西都市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１0４号 令和２年度西都市営住宅事業特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１0５号 令和２年度西都市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について 認定 □ 

第１0６号 令和２年度西都市西米良村介護認定審査会特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１0７号 令和２年度西都児湯障害認定審査会特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１0８号 令和２年度西都市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について 認定 □ 

第１０９号 令和２年度西都児湯いじめ問題対策専門家委員会特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１１０号 令和２年度西都児湯いじめ問題調査委員会特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１１１号 令和２年度西都児湯公平委員会特別会計歳入歳出決算について 認定 ○ 

第１１２号 令和２年度西都市水道事業会計決算について 認定 ○ 

第１１３号 令和２年度西都市簡易水道事業会計決算について 認定 ○ 

第１１４号 令和２年度西都市公共下水道事業会計決算について 認定 ○ 

第１１５号 令和２年度西都市農業集落排水事業会計決算について 認定 ○ 

その他 

番号 議案名・概要 審議結果 

第７５号 

専決処分の承認を求めることについて 
（令和３年度一般会計予算補正第８号・新型コロナウイルス感染症対策営業時間短縮要請に伴う、

予算補正） 
承認 ○ 

第７６号 

専決処分の承認を求めることについて 
（令和３年度一般会計予算補正第９号・新型コロナウイルス感染症対策営業時間短縮要請に伴う、

予算補正） 
承認 ○ 

第７７号 教育委員会委員の任命について            西村 美津 氏（新 任） 同意 ○ 

第７８号 人権擁護委員候補者の推薦について          黒木 裕子 氏（再推薦） 適任 ○ 

第７９号 人権擁護委員候補者の推薦について          奥野 拓美 氏（再推薦） 適任 ○ 

第８０号 人権擁護委員候補者の推薦について          黒川 隆藏 氏（再推薦） 適任 ○ 

第８１号 人権擁護委員候補者の推薦について          大西 良和 氏（新推薦） 適任 ○ 

第９９号 

辺地総合整備計画の変更について 
（辺地債により公共的施設の整備を図るため、東米良・穂北・南方辺地に係る総合整備計画〔令和２年度から

令和６年度まで〕を変更することについて、議会の議決を得ようとするもの） 

原案
可決 

○ 

議員提出議案 

番号 議案名・概要 審議結果 

第８号 
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出に
ついて 

原案
可決 

○ 

第９号 
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書の提出につ
いて 

原案
可決 

○ 

第１０号 新田原基地関連諸問題の対策強化を求める意見書の提出について 
原案
可決 

○ 

第１１号 北岡四郎議員に対する問責決議について 
原案
可決 

□ 
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当
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
７
件
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
結
果
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 採
決
結
果 

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決 

 
  審

査
の
過
程
で
出
た
主
な
意
見 

「
今
も
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
え
ず
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
当
局
に
お
い
て

は
引
き
続
き
蔓
延
防
止
策
を
講
じ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
や
事
業
者
等
に
対
し
財
政

支
援
を
適
宜
行
う
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
」 

              

当
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
８
件
及
び
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、そ
の

審
査
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 採
決
結
果 

議
案
第
85

号  

賛
成
討
論
が
あ
り
、全
会
一
致
を
も

っ
て
原
案
可
決 

 議
案
第
86

号
及
び
議
案
第
89

号 

反
対
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、賛

成
多
数
を
も
っ
て
原
案
可
決 

 陳
情
第
４
号  

賛
成
討
論
が
あ
り
、「
願
意
妥
当
」

と
認
め
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
採
択 
 そ

の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
原
案
可
決 

 審
査
の
過
程
で
出
た
主
な
意
見 

「
山
田
分
校
閉
校
に
伴
い
、
学
校
施

設
の
利
活
用
が
課
題
と
の
こ
と
だ
が
、

地
域
住
民
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
地

域
住
民
が
納
得
さ
れ
る
利
活
用
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
施

設
の
維
持
管
理
は
当
面
、
教
育
委
員
会

が
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
校
庭
、
遊
具
、

プ
ー
ル
施
設
な
ど
の
安
全
管
理
に
も
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど 

 

当
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
１１

件
及
び
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
そ

の
審
査
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 採
決
結
果 

議
案
１１

件 

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決 

請
願
１
件 

「
願
意
妥
当
」
と
認
め
、全
会
一
致

を
も
っ
て
採
択 

 審
査
の
過
程
で
出
た
主
な
意
見 

「
農
林
水
産
業
費
の
う
ち
原
材
料
費

に
、
農
道
生
コ
ン
の
予
算
が
減
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
、要
領
等
を
見
直
し
、
多

面
的
な
事
業
展
開
が
出
来
る
よ
う
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
、

「
西
都
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

お
い
て
、高
齢
化
、
後
継
者
不
足
と
い
う

問
題
が
あ
る
中
で
、
農
地
の
環
境
整
備

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
整
備
に

よ
り
、
受
益
者
の
方
々
の
負
担
軽
減
、

収
益
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

西
都
市
の
農
業
が
国
際
化
社
会
の
中

で
も
戦
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
同
等
の
事
業
が
進
め

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
局
は
同

等
の
支
援
措
置
を
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
お
り
ま
す
議
案
第
１
０
２
号
か
ら
議
案

第
１
１
５
号
ま
で
の
令
和
２
年
度
決
算
議

案
１４

件
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
経
過
と

結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
議
案
は
、９
月
２１

日
の
本
会
議
に

お
い
て
本
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
９
月
２２

日
、
２４

日
、
２７

日
の
３
日
間
の
日
程
で
、

総
務
分
科
会
、
文
教
厚
生
分
科
会
、
産
業

建
設
分
科
会
に
お
い
て
、
関
係
資
料
等
を

も
と
に
、
関
係
課
長
等
の
説
明
を
求
め
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
２８

日
の
全
体
会

で
主
査
報
告
の
後
、
質
疑
、
討
論
、採
決
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
採
決

に
際
し
て
、
議
案
第
１
０
２
号 

、
議
案
第

１
０
３
号
に
つ
い
て
は
賛
成
討
論
が
、
議
案

第
１
０
５
号 

、
議
案
第
１
０
８
号
に
つ
い

て
は
反
対
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
分
科
会
主
査
報
告
に
お
き
ま

し
て
４１

件
の
意
見
・
要
望
が
あ
り
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
黒
木
吉
彦

議
員
と
副
委
員
長
の
荒
川
昭
英
議
員
が

決
算
審
査
を
通
じ
て
各
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
市
長
に
直
接
要
望

し
ま
し
た
。 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

 

総
務
常
任
委
員
会 

  

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

審査の過程で行った現地調査 

紙面の都合上、委員会の審査結果を詳しく掲載することができませんが、 

ＱＲコードを読み取ると、各委員会の委員長報告全文がご覧いただけます。 
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問 

会
議
規
則
第
63

条
の
規
定
に
よ
り
、

市
長
に
緊
急
質
問
を
行
う
。
北
岡
四
郎
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
住
民
監
査
請

求
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
監
査
委
員

か
ら
９
月
２４

日
、
西
都
市
長
と
議
長
に

対
し
て
「
監
査
の
結
果
」
に
つ
い
て
通
知
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
監
査
に
お
け
る
論
点
、
監

査
請
求
の
結
果
及
び
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

答
（
市
長
） 

今
回
の
監
査
請
求
は
、
随
意

契
約
に
よ
っ
て
西
都
商
跡
地
を(

株)

日
南

に
売
却
し
た
の
は
地
方
自
治
法
に
違
反
し
、

県
が
実
施
し
た
不
動
産
鑑
定
評
価
に
基

づ
い
た
価
格
に
よ
っ
た
こ
と
で
、
市
に
与
え

た
１
億
５
０
０
万
円
の
損
害
を
な
さ
し
め

る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

監
査
結
果
で
は
、
①
売
却
の
相
手
方
は
西

都
市
出
身
で
あ
り
目
的
・
内
容
に
照
ら
し
、

資
力
・
信
用
・
経
験
等
申
し
わ
け
な
い
相

手
方
で
あ
る
こ
と
、
②
昭
和
６２

年
最
高

裁
判
決
に
お
け
る
随
意
契
約
の
基
準
に

合
致
し
、
適
正
な
事
務
が
執
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
２
点
を
示
さ
れ
た
上
で
、
本
件
財

産
処
分
は
、
西
都
市
の
利
益
の
増
進
に
つ

な
が
る
公
益
性
の
高
い
も
の
で
、
違
法
性

や
裁
量
権
の
逸
脱
及
び
濫
用
は
な
く
「
請

求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
く
請
求
棄

却
」
と
の
判
断
が
出
さ
れ
た
。
今
回
の
監

査
結
果
は
、
市
が
行
っ
た
本
件
財
産
処
分

が
適
法
か
つ
適
正
で
あ
っ
た
こ
と
が
全
面

的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。 

                          

                          

                          

 
北岡四郎議員に対する問責決議 

 

 地方議会議員の活動は、単に本会議などの会議に出席し、議案の審議などを行うだけではなく、当該地方

公共団体の事務に関する調査研究や住民代表として住民意思を把握するための活動など、広範多岐にわたっ

ている。また、地方分権の進展により地方公共団体の果たすべき役割が拡大するなか、これまで以上に積極的

に議員活動を展開することにより、利害調整、政策形成、監視といった議会機能の強化を図ることが求められて

いる。 

 今回の西都商業高校跡地購入にあたって北岡四郎議員は、令和２年７月２９日、市議会全員協議会におい

て、「官と民が一緒になってという話があるのならば、西都市が買って官と民で貸付なりいろいろして活用すれば

良いことで、企業側が必ず落札できる保証もないので、先行投資でちゃんとやって一緒に官と民でやりましょうと

いうことだってできる訳じゃないですか。」と発言している。 

 その後、同校跡地購入の議案は、誰も反対の意思、行動はなく、全会一致で可決され、令和３年６月議会で

株式会社日南に売却処分された。 

 ところが、北岡四郎議員は、「競争入札をせず、随意契約したことは違法、また建物の存続・使用が前提であ

るにも関わらず、建物取り壊し費用を差し引いた価格で売買をした。」との理由で住民監査請求書を提出した。 

 その後、監査結果が出ていない状況で、「西都商業高校跡地売却に関し、売却方法・価格に問題あり」とし

て、「西都市政を正す会・会長・北岡四郎」名で市議会での審議の過程で対象としていないことまで掲載し、同

議案に賛成した議員の氏名を記したビラを西都市内に配布した。 

 その一方で、市当局は北岡四郎議員の主張に対し、「随意契約の方法をとったことに裁量権の逸脱や濫用

はなく、違法性はないと認識しているところである。西都市が宮崎県から買い受けた本件不動産を同額で株式

会社日南に売却したことに対して、西都市の損害は生じないものと認識している。」との見解を述べている。 

 また、北岡四郎議員から提出された住民監査請求書を審査した２名の監査委員から９月２４日付けで「請求

人の主張には理由がないものと判断し、本請求を棄却する」との結果が出されたところである。 

 以上のことから、同校跡地を売却する「財産の処分について」の提案、議会の議決は違法性もなく、西都市

と市民に何ら損害を与えたものではないと言わざるを得ない。 

 今回の北岡四郎議員の一連の行動は、市民に対して本市議会に対する信頼、信用を著しく失墜させると同

時に議会制民主主義を冒涜するものであり、断じて許されるものではない。 

 よって、本市議会は、北岡四郎議員に対して、議員としての責務を深く認識し、今回の行動に対して猛省を促

すとともに、その責任を厳しく問うものである。 

 以上、決議する。 

 

  令和３年９月３０日 

西 都 市 議 会 

緊
急
質
問 

 
 
 
 

日
本
共
産
党 

狩
野 

保
夫 

可決された決議 
第４回定例会において、議員提出議案が提出され審議を行い、採決の結果、賛成多数で

可決されました。決議の内容は次の通りです。 
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請
願 

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
一
ツ

瀬
川
地
区
受
益
者
負
担
軽
減
に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て 

 

請
願
者 

一
ツ
瀬
川
土
地
改
良
区 

 
 
 
 
 
       

理
事
長 

児
玉 

忠 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 

他
４
名 

審
査
結
果 

採
択 

  

陳
情 

加
齢
性
難
聴
者
の
「
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
創

設
を
国
に
求
め
る
」
意
見
書
採

択
の
陳
情
書 

 

陳
情
者 

全
日
本
年
金
者
組
合 

宮
崎
中
央
支
部 

執
行
委
員
長 

伊
地
知 

孝 

審
査
結
果 

採
択 

 

本
会
議
の
映
像
配
信 

 
        

  

に
つ
い
て 

 

今
定
例
会
よ
り
、
本
会
議
の
映
像
配
信

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
中
継
及
び
ア

ー
カ
イ
ブ
配
信
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で

議
場
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                          

                          

    

  
 

新
庁
舎
に
な
り
私
た
ち
議
会
に
も
変
化

が
生
じ
て
き
た
。 

ま
ず
本
会
議
で
は
一
般
質
問
、本
会
議
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
は
な
か
な
か

の
も
の
で
あ
る
。 

い
ろ
ん
な
所
の
友
人
か
ら
「
見
た
よ
、
ず
っ

と
映
っ
て
い
る
よ
」
と
配
信
さ
れ
た
そ
の
日
か

ら
連
絡
が
入
っ
て
く
る
。 

こ
れ
は
緊
張
す
る
・・ 

ま
た
委
員
会
の
一
般
傍
聴
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
市
民
の
方
は
議
会
運
営
委
員

会
、常
任
委
員
会
、特
別
委
員
会
は
い
つ
で
も

傍
聴
で
き
る
の
で
あ
る
。 

傍
聴
者
が
い
る
と
委
員
会
も
今
ま
で
と
違

い
、ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
中
で
の
審
査
が
行

わ
れ
る
。
今
ま
で
以
上
に
議
員
が
資
質
の
向

上
を
図
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
た
。 

市
民
の
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
議
会
に
も
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。（
Ｋ
・Ｉ
） 

 

― 

議
会
報
編
集
委
員
会 

― 

委 

員 

長  

兼 

松 

道 

男 

副
委
員
長  

狩 

野 

保 

夫 

委
員  

濵 

砂    

磐 

〃    

曽
我
部 

貴
博  

〃    

岩 

切 

一 

夫 

〃    

太 

田 

寛 

文 

〃    

田 

爪 

淑 

子     

〃    

荒 

川 

敏 

満 

編
集
後
記 

可
決
さ
れ
た 

意
見
書 
請
願
・
陳
情 

審
査
結
果 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の 

充
実
を
求
め
る
意
見
書 

【
提
出
先
】 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・ 

内
閣
総
理
大
臣
・内
閣
官
房
長
官
・ 

総
務
大
臣
・財
務
大
臣
・ 

経
済
産
業
大
臣
・経
済
再
生
担
当
大
臣 

 

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
補
助
制
度
の 

創
設
を
求
め
る
意
見
書 

【
提
出
先
】 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・ 

内
閣
総
理
大
臣
・総
務
大
臣
・ 

法
務
大
臣
・厚
生
労
働
大
臣
・ 

財
務
大
臣 

 

新
田
原
基
地
関
連
諸
問
題
の 

対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

【
提
出
先
】 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・ 

内
閣
総
理
大
臣
・総
務
大
臣
・ 

財
務
大
臣
・防
衛
大
臣 
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①インターネットで「西都市議会」を検索 

②「西都市議会のご案内」をクリック 

③ホームページから「インターネット中継・
録画映像配信について」をクリック 
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